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研究成果の概要（和文）：

代数Ml1線族の退化ファイバー芽の局所符号数を、次の意味の「モジュライ項」と「モノドロ
ミー項」の和として表す新しい定式化を得た。前者は安定曲線のモジュライ空間上に符号数因
子なるものを定義しておき、それをモジュライ写魍像で引き戻して定義される（吉川謙一氏との
共同研究)。後者は局所符号不足数と名付けた量で､位相モノドロミー情報を安定還元族への群
作用に翻訳しつつ、オービフオールド符号数定理を適応して得られる。

研究成果の概要（英文）：
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は,荒川達也-足利による２重被覆を)I1いる方

法と,遠藤久顕によるマイヤー関数を用いる
方法が現れた。一方Ｒｅｉｄは相対･標準環を用

いるアイデアを提示したが，今野_宏はこれ
を発展させ、Cliffbrd特殊性を固定した1111線
族のHorikawa指数の研究を行った。またエ

１．研究開始当初の背景

退化曲線族のファイバー芽の局所符号数
に関連する研究は、楕円[ｌｈ線族についての

Atiyah,種数２の曲線族についての堀川頴二，
上野健爾,松本幸夫らにより開始された。
そ-の後、一般種数のﾉ超楕|｣｣曲線族について
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一夕不変趣を用いる飯[}}修一，マイヤー関数
の方法を発展させた久野雄介らの研究も現

れた。

以｣二を背景として、次の'1M1に示す新しい方
法によってこの概念を発展させようとした
のが研究開始当初の状況である。

するまでには至らなかったが、引き続き研究
しつつ、それを成したい。

(5)連携研究者の方々は関連する研究内容

において、以下の成果をあげられた。
吉川謙一氏は、対合を持つＫ３［k,面、解析

的トーション、Borcherdsのファイ関数達の
深い関係性を示した。

今野一宏氏は、氏の開発した鎖分解の、特
異点や一般型１１１１面の完備線形系の固定成分
についての有用な応用を展開した。

石111弘隆氏は、超楕円曲線束の詳細な地誌
学、並びに特異点族を許容する平i耐１１線の存
在性についての成果を上げた。

２．研究の目的

退化曲線族のファイバー芽の局所符号数
の概念を「モジュライ項」及び「モノドロミ
ー項」の和としてとらえ、それぞれを具体的
に探求することを研究F1的とした。

３．．研究の方法

研究目的欄に示した「モジュライ項」及び
「モノドロミー項」をそれぞれ以下の方法で
探求した。

５．－１三な発表論文等

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）

(1)Deligne-Mumfbrdコンパクト化の上に
符号数因子なる有班因子を定義しておき、安

定ファイバー芽に対してはそれをモジュラ
イ写像によって具体的に引き戻す。
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４．．研究成果

(1)符号数因子はHodge束と境界因子の具
体的線形結合で書ける。奇数種数の場合、こ
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